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青空のもと それぞれの想いを込めて
平成 29 年９月 24 日（日） 青空のもと飯田消防署において、「第 42 回消防写生大会」が開催されました。
当日は多くの子どもたちで賑わい 89 点の素晴らしい作品が出展されました。
平成 29 年９月 27 日（水）に入選作品が決定し、平成 29 年 11 月７日（火）に表彰式が行われる予定です。

圏域内の人口・世帯数 (2017.9)
人口　159,353 人（前月比 81人減）
世帯　　58,280 戸（前月比 6 戸増）
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自分たちで作りあげた畑や建物

ユジノサハリンスク市街地を視察

畑の様子を現地の方から案内される市街地から車で１時間ほどのところにあるダーチャ

　昨年度、来たるリニア時代を見据え持続可能な地域づくりを目指すべく、南信州 14 市町村の若手職員による
「マーケティング研究会」を立ち上げました。民間企業の指導によりマーケティングの考え方を学ぶとともに、リ
ニア中央新幹線が開通するまでの 10 年の間に南信州の魅力を売り出せるよう、移動時間に関わらず来たくなる価
値をどう見出すか研究してきました。研究の過程で得られた着眼から４つの事業が提案され、今年度はその具体化
に向けて取り組んでいます。

マーケティングの視点による持続可能な地域づくりプロジェクト

①自信と誇りの持てる農業の再構築
　私たちの地域は、気候や日較差など、質の良い農作物を作ることができる地域資源を持っています。これらの地
域資源を再評価し、十分に活かしながら、今日、安心・安全で高付加価値な農作物を安定的に求める時代の要請に
応える農業を推進します。そして、農業を自信と誇りを持てる地域の基幹産業の一つとして再構築し、担い手を確
保して、持続可能で魅力ある地域づくりを推進します。

②子どもたちの生きる力を育む地域づくり
　都会の子どもと南信州の子どもが相互に「生きる力」を育むことができる地域づくりを目指し、地域内で連携し
たプログラムを構築するための仕組みづくりを推進します。

③自然を活かしたヒューマンセキュリティ研修
　心身のバランスを崩してメンタルダウンしている、もしくはメンタルダウン予備軍を抱えている企業に対して、
南信州の地域資源を活用した課題解決プログラムを提供する仕組みづくりを推進します。

④一村一企業ダーチャ運動
　南信州の全市町村と都市部の企業が一対一で継続的に連携し、地域に潜在する新たな可能性の活用や、企業の成
長分野を見つけ出し、お互いに発展し持続可能な地域を目指します。
　都市と農村地域 相互の特徴・機能を活かし新たなる連携を創造し、融合を図る仕組みを南信州から全国へ展開
することを目指します。

　７月５日から９日にかけてロシア・ユジノサハリンス
ク市のダーチャを視察しました。“ダーチャ”とはロシ
アで古くから普及している「郊外型住宅付き畑」で平日
は都市で働き週末や休日はダーチャで過ごす、というラ
イフスタイルが定着しています。「一村一企業ダーチャ
運動」の着想のヒントを得たこともあり、広域連合を代
表して豊丘村長が視察に行ってきました。

４つの事業

ダーチャの本場を視察ダーチャの本場を視察
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平成29年８月31日（木）　飯田広域消防本部　３階大会議室

平成29年 南信州広域連合議会
第２回臨時会

　第２回臨時会が開催され、提出された報告案件１件及び議案２件はすべて原案どおり承認・可決されました。
【議案の内容】
　○報 告 第 ２ 号　平成28年度南信州広域連合一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　○議 案 第 1 3 号　平成29年度南信州広域連合一般会計補正予算（第２号）案
　○議会議案第１号　道路整備予算の拡充及び道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の継続等を求める意見書の提出について

【協議・報告事項】
１　各検討委員会の委員の指名について
２　各検討委員会の報告について（各委員長）
３　リニア中央新幹線について
４　産業振興と人材育成の拠点整備事業について
５　地域未来投資促進法に基づく南信州地域の基本計画について
６　看護師等確保対策修学資金貸与者選考に係る経過と今後の進め方について
７　阿南学園改築整備事業の進め方について
８　マーケティングの視点による持続可能な地域づくりＰＪについて
９　稲葉クリーンセンターの稼働に向けた取組みについて
10　在宅医療・介護連携推進協議会の状況について
11　木曽看護専門学校の学生募集について
12　広域消防から（消防統計等）
13　民俗芸能保存継承ＰＪについて
14　県議会各常任委員会現地調査時の陳情について

全 員 協 議 会
議会終了後　飯田広域消防本部　３階大会議室

　看護学生等の修学支援のため修学資金を貸与し、将来の南信州地域の看護師等の人材確保につなげようと、本年度新たに
「看護師等確保対策修学資金貸与制度」を創設しました。
　看護師・准看護師・助産師・保健師が貸与対象職種で、看護師等の養成施設に在学する方で、「免許取得後直ちに南信州圏域
内の医療機関・介護福祉関係機関において看護師等の業務に従事する意思がある方」を対象者とし、募集を行いました。
　貸与者には看護師等の養成施設に在学中、月額50,000円が貸与されます。
　本年度は４月より５月中旬までの期間、貸与希望者を募集しましたが、おかげさまで多くの方より関心を持っていただき、予
定を上回る多くの方からのご応募をいただきました。
　貸与者については、６月に選考審査会を開催し厳正なる審査の結果、本年度は貸与者を10名（新入学生７名・在校生３名）選
考し、選考決定者には７月に決定通知を送付しました。
　修学生（貸与者）のみなさんには７月末より修学資金の振込が開始されております。
　今後は修学生のみなさんが養成施設を卒業し、看護師等の免許を取得し、看護職として南信州の地で長く活躍していただけ
るように、地域の医療関係者・介護関係者と連携しながら見守っていきます。
　来年度も「看護師等確保対策修学資金貸与制度」は、より使いやすい制度となるように改善を重ね、南信州圏域の看護師等
の確保・看護職の充実に役立つ制度となるように検討していきます。
　次回（来年度）の募集は、平成30年３月～４月ごろ、貸与者の募集要綱等詳細をお知らせする予定です。広報・ホームページ
等ご確認いただき、ぜひご応募ください。

看護師等確保対策修学資金の貸与が始まりました看護師等確保対策修学資金の貸与が始まりました
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飯田環境センターからのお知らせ

《平成29年9月23日現在》

・平成29年9月1日から「稲葉クリーンセンター」は試運転を始め、全ての燃やすごみ(一般廃棄物)の処理を開始しました。
・稲葉クリーンセンターの運転開始により、これまで燃やすごみを処理していた桐林クリーンセンターは8月31日で閉鎖

しました。
・今後、実際にごみを処理しながら、燃焼試験、性能試験等を実施し、平成29年12月1日に正式稼働する予定です。
・また、閉鎖した桐林クリーンセンターの後利用については、現在、竜丘地区の皆さん、飯田市、広域連合の3者で検討を

進めているところです。

【稲葉クリーンセンターからのご案内】

平成29年8月9日 『稲葉クリーンセンター火入式』を執り行いました
・施設の安全を祈願し、焼却炉に火を入れました。
・施設の運転にあたっては、安心・安全を第一に取り組んでいきます。

住　　　所　〒 399-2606　長野県飯田市下久堅稲葉 1526-1
電　　　話　0265-48-6648
メ　ー　ル　icc@minami.nagano.jp
受 付 日 時　月曜日～金曜日　祝祭日（土・日曜日は休み）
　　　　　　午前：8:30 ～ 11:30　午後：13:00 ～ 16:30
ごみ処理手数料　10㎏あたり180 円 ( 桐林クリーンセンターは 10㎏あたり 230 円でした )
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【親子環境わくわく体験講座のご案内】

※ 開催日時は予定です。講師の都合等により変更される場合があります。
※ 開催場所は、桐林リサイクルセンターです。

先着１５名です。(全講座)　お早めにお申し込みください。

桐林リサイクルセンター
電話0265-26-1050　　受付時間 8:30～17:15（火曜日～日曜日）
※ 月曜日、祝祭日はお休みです。

講　座　内　容 材料費

12月10日（日）
10時～12時

お正月に遊べる！
「和紙でよく揚がる六角凧  ＆ ベンハム・イリュージョンごま作り！」 300円

１月28日（日）
９時～12時

「ハンダ付け 電子工作！8個のカラフルLEDで、クルクル・フラッシャー作り！」
※ 対象：小学３年生以上 600円

２月４日（日）
10時～12時

アニメの原理がわかるよ！
「抵抗値を変えて早さ調節できる自動回転アニメーション作り！」 500円

開催日時(予定)

《お申込み・お問合せ》

《 参 加 人 数 》

『稲葉クリーンセンター内覧会』を開催しました
・平成29年7月28日(金)～30日(日)の3日間、『稲葉クリーンセンター内覧会』を開催しました。
・3日間で約1400人の皆さんに見学をしていただきました。

【燃やすごみを出す時は 、以下の点にご注意下さい！】
１．金属など、はずせるものは、はずして出してください。
２．容器包装リサイクルの対象となるプラスチック類は、今までどおりプラ資源としてください。
３．生ごみはしっかり水切りをしてから出してください。

『ごみの分別・収集』については、お住まいの市町村の
「ごみ処理担当部署」へお問い合わせください。
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南信州の「移住・定住」の取り組み、はじまる！
　Uターン、Iターン、Jターン、移住、定住。みなさんもどこかで耳に

した言葉だと思いますが、今年度から南信州の14市町村が一体となっ

て「移住・定住」に取り組んでいます。これまでは市町村が個別で「移

住・定住」に取り組んできましたが、これからは南信州圏域が一体となっ

て取り組むことで、個性ある市町村のメリットを活かしながら、デメリッ

トはお互いの市町村で補完しあい、圏域全体で人口減少に歯止めをか

けようというものです。南信州の知名度向上を目的に14市町村での共

同体組織名を「南信州暮らし応援隊」としてスタートしました。また、「移

住・定住」につながる就業相談や就農相談といった情報も合わせて提

供できるよう、長野県看護協会、下伊那農業普及センター、民間事業者などとも連携して事業に取り組んでいます。

　今、全国の自治体で「移住・定住」に関する取り組みが盛んに行われています。単独の自治体、都道府県の枠組み、

南信州のように同じ生活圏の市町村の集まりなど、規模や連携も様々です。毎週末、東京、大阪、名古屋といった

大都市では「移住定住」に関するセミナーや相談会が開催されています。

　去る７月28日（金）と９月９日（土）の２回、東京交通会館（東京有楽町）において「移住・定住」イベントを開催

しました。今回、南信州という広域単位での実施が功を奏してか７月28日は16組19名、９月９日は41組58名もの参

加がありました。年齢層は20代～80代と大変幅広かったのですが、予想以上に若い世代のふるさと（田園）回帰の

動きがみられたことに驚きました。

　７月は市町村等による個別相談会と先輩移住者による体験発表、９月は市町村等により個別相談会、移住＆転職（就

業）セミナー、子育て移住体験談、Iターン者によるトークセッション（意見交換）といったプログラムを組み合わせ

てPRを行いました。

　情報収集のために来ている移住希望者は複数の個別ブースに訪れ、各ブースの担当者も熱心に対応していました。

　「移住・定住」イベントは、移住希望者と南信州との“つながり（縁）”のきっかけであり、このきっかけから各市町

村が移住希望者に上手くアプローチし、一人でも多くの定住者につながるよう期待しています。

南信州の「移住・
定住」の情報は
コチラから

　次回は、来年１月21日（日）に中日パレス（名古屋栄中日ビ

ル５Ｆ）、２月24日（土）にマイドームおおさか（大阪市中央区）

にて「移住・定住」イベントを開催します。ご家族、ご親戚、

お知り合いのかたでUターン、Iターンに興味、関心のあるか

たがお見えでしたら、ぜひお声掛けをお願いします。
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阿南町新野・勝野家の便所の年取り

年中行事を考える －神仏に祈りと感謝をささげる心－ 開催
第1回伊那民俗研究集会

新野の雪祭りと折口信夫 －映像上映と講演・順の舞奉納－ を開催
民俗芸能体感講習会

　南信州は民俗芸能の「宝庫」と称されるように、今も多様な民俗文化が伝承されています。しかし、そうした民俗文化も、生活様
式や少子高齢化・人口減少をはじめとする社会情勢の変化により急激に変容し失われつつあります。
　今回は、かつて一年の歳時のなかで各家庭を中心にして当たり前に行われていた年中行事について考えます。現在の年中行事の研
究を周辺や全国的な視野も加えながら、その意味を問い直し、これを伝承する意義などについて考えます。
　日々の暮らしの中で先祖を敬い、神仏に祈りと感謝を捧げ、家族があい和しての生活‥‥今の私たちはそこから何を学び、今に活か
すことができるのでしょうか。きっと日々の暮らしぶりを見直す機会になることでしょう。ぜひご参加ください。
【１日目　11月25日（土）10:00～16:40】
　　映像上映〈プレ企画〉 『天龍村坂部の年中行事』（120分）（解説含）
　　講　　演 「年中行事研究の今」福田アジオ国立歴史民俗博物館名誉教授（柳田國男記念伊那民俗学研究所所長）
　　研究発表「南信州の盆行事の移り変わり」北原いずみ（柳田國男記念伊那民俗学研究所会員）
　　研究発表「年中行事の民俗連鎖－正月行事を中心に－」櫻井弘人（飯田市美術博物館学芸員）
　　研究発表「長野県の特色的行事－儀礼食を中心に－」
　　　　　　　倉石あつ子（元跡見学園女子大学教授・安曇野市豊科郷土博物館新市立博物館準備室）
　　研究発表「愛知県東栄町の正月行事ー杉野家年中行事記録からー」板橋春夫（日本工業大学教授）
【２日目　11月26日（日）8:30～15:30】
　　柳田國男関連地見学会〈オプション〉
　　映像上映　『阿南町新野の年中行事』（160分）（解説含）
　　シンポジウム「年中行事を考える」
　　　パネラー　板橋春夫・福沢昭司（長野県民俗の会会員）・櫻井弘人・北原いずみ
　　　コーディネーター　今井　啓（柳田國男記念伊那民俗学研究所会員）
　　参加費　500円
　　会　場　飯田市美術博物館（両日とも）
　問い合わせ　柳田國男記念伊那民俗学研究所(飯田市美術博物館内)
　電　話　0265-22-8118　　E-mail：inaminken@gmail.com

　昭和５年(1930)５月、折口信夫博士は雪祭りを國學院大學他に招致して、学内神殿・講堂での公演を行いました。折口博士
が亡くなった昭和28年11月、７回忌にあたる昭和35年10月には、折口博士を慕う新野の人たちによって同学内で慰霊の「順の舞」
が奉納されています。
　さて、「南信州阿南町新野雪祭等資産化事業」において、雪祭りを中心とした報告書と記録映像が作成されました。また、本
年は折口信夫博士生誕130年の節目にあたります。そこで、雪祭りと縁深い國學院大學において、56年ぶりに慰霊の舞を奉納す
ると共に、記録映像の上映と講演会を開催いたします。
　日　時： 平成２９年１２月１０日（日）１０：００～１７：１５
　会　場： 國學院大學 常磐松ホール（東京都渋谷区東４丁目10番28号）
　内　容：記録映像「新野の雪祭り」上映
　　　　　新野の雪祭り「順の舞」「中啓の舞」奉納
　講　演　「新野の雪祭りと折口信夫」　小川直之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（國學院大學教授・折口博士記念古代研究所）
　講　演　「新野の雪祭りの特質」　櫻井弘人
　　　　　　　　　　　　　　　　（飯田市美術博物館学芸員・國學院大學兼任講師）
　入場無料
問い合わせ　南信州民俗芸能継承推進協議会（南信州広域連合内）
電　話　0265-53-7100　　E-mail：shinkou@minami.nagano.jp）

南信州の民俗芸能情報は「南信州民俗芸能ナビ」へ　http://mg.minami.nagano.jp
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日時 １１月５日 日

時間 ８：００～１３：００

場所 川路多目的広場
（飯田市川路２５００番地）

会場

駐車場出入口

一般駐車場

川路駅

至 天竜峡

■電車をご利用の方は、ＪＲ川路駅をご利用ください。
■自家用車でお越しの方は、誘導員の指示に従い
一般駐車場に駐車してください。

交通手段

注 意

■付近道路は、複数の訓練参加車両が通行します。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願いい
たします。

お問合せ
飯田広域消防本部警防課 ＴＥＬ０２６５‐２３‐０１１９
（http://119.minami.nagano.jp/）

主催：長野県、長野県消防長会 共催：飯田市
後援：(一社)長野県消防設備協会、(一社)長野県危険物安全協会、(一財)消防試験研究センター長野県支部
この訓練は、長野県総合防災訓練に併せて実施します。

南信州広域だより　VOL.73 2017.11
南信州広域連合　飯田市追手町2丁目678 (長野県飯田合同庁舎内)

TEL 0265-53-7100  FAX0265-53-7155  URL http://minami.nagano.jp/

南信州の観光・移住定住情報は「南信州ナビ」へ　http://msnav.com/ 南信州ナビ南信州広域連合


